
令和７年９月１日 

北 沢 総 合 支 所  

地 域 振 興 課 

 

世田谷区立区民会館の指定管理者の指定 

 
１ 主旨 

世田谷区立区民会館条例（以下「条例」という。）第７条第３項に基づき、令和８年

４月からの世田谷区立北沢区民会館別館の指定管理者候補者を以下のとおり選定した。 

当該指定管理者候補者を指定管理者として指定するための議案を令和７年区議会 

第三回定例会に提出する。 

 

２ 施設名称及び指定管理者候補者名等 

施設名称 施設所在地 
指定管理者候補者名 

及び所在地 

北沢区民会館別館 

（梅丘パークホール） 

世田谷区松原六丁目

４番１号 

株式会社世田谷サービス公社 

世田谷区世田谷一丁目２３番

２号 ＤＳ第１ビル 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和８年４月１日～令和１３年３月３１日） 

 

４ 選定方法等 

（１）選定方法 

条例施行規則及び世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会（以下「選定委員

会」という。）設置要綱に基づき選定委員会を設置し、令和６年１０月２４日開催の

選定委員会において選定方法について審議した結果、指定管理者制度を適用し、公

募による選定を行うこととされた。また、現指定管理者が応募した場合、令和６

年度までの管理運営実績評価を審査に反映することとされた。 

令和７年３月３日から４月２３日までの期間で公募を行ったところ、４月２４日の

公募要項説明会及び現地見学会に参加のあった１団体のうち、５月３０日の提案書類

受付期限までに１団体から応募があった。選定委員会で「世田谷区立区民会館指定管

理者選定審査基準」に基づき次の審査を行った。 

■１次審査（計画書等の書類審査） 

①審査項目 施設等の管理実績、運営管理体制、個人情報保護、雇用計画、研修計画、 

利用料金・金銭管理体制、収支計画、施設事業計画、サービス改善の取組み 

②財務諸表診断  

■２次審査（プレゼンテーション・ヒアリング） 

審査項目：組織の管理・運営、サービス改善の取組み、雇用・研修計画、収支計画、

施設事業計画 
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（２）選定委員会の構成 

   令和６年度 

氏   名 役職・所属等 

〇    境  新一 成城大学経済学部教授 

垣内 恵美子 政策研究大学院大学名誉教授 

塩田 尚人 健康文化研究所代表 

三羽 和彦 
玉川地域町会連合会会長 

（任期：令和6年4月1日～令和6年10月22日） 

岩波 桂三 
砧地域町会・自治会連合会会長 

（任期：令和6年11月15日～令和8年3月31日） 

千葉 栄樹 東京税理士会玉川支部 

畝目 晴彦 砧総合支所長 

岩元 浩一 地域行政部長 

※「〇」は委員長 

 

令和７年度 

氏   名 役職・所属等 

〇    境  新一 成城大学経済学部教授 

垣内 恵美子 政策研究大学院大学名誉教授 

塩田 尚人 健康文化研究所代表 

岩波 桂三 砧地域町会・自治会連合会会長 

千葉 栄樹 東京税理士会玉川支部 

和田 康子 烏山総合支所長 

菅井 英樹 地域行政部長 

※「〇」は委員長 
 

   

（３）選定委員会開催状況 

   令和６年度第４回選定委員会  令和６年１０月２４日 

    ・指定管理者の評価及び選定方法の審議 

令和６年度第５回選定委員会  令和７年２月１２日 

・審査基準及び審査方法の審議 

令和７年度第１回選定委員会  令和７年６月２４日 

 ・第１次審査（書類審査）及び財務諸表診断の結果確認 

   令和７年度第２回選定委員会  令和７年６月３０日 

・第２次審査（プレゼンテーション及びヒアリング審査） 

・最終審査 
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５ 選定結果 

  条例第７条第３項に規定する審査基準に基づき、事業計画書等の書類審査、財務審査

及びプレゼンテーション・ヒアリングを総合的に評価した結果、「適格」であるとの評

価を受け、株式会社世田谷サービス公社を指定管理者候補者として選定した。 

  詳細は、別紙「選定結果表」のとおり。 

 

６ 選定理由 

  指定管理者候補者は、指定管理者として区内の複数の公共施設を運営してきており、

豊富な実績とノウハウを有している。 

財務諸表診断では、評価Ａの「団体の経営状況は良好で長期的な安定経営が大いに期

待できる」という評価であった。 

第１次審査評価項目の中では、「施設等の管理実績」「個人情報保護」「区内・高齢者、

障害者雇用に関する考え方」及び「研修計画」の項目で高い評価を得ている。 

第２次審査では、地域特性を捉えた事業企画の提案、地域連携・文化交流、利用料金

設定の考え方について評価を得ている。 

以上のことから、指定管理者候補者として適していると判断した。 

 

７ 今後のスケジュール（予定） 

令和７年９月  区議会第三回定例会（指定管理者の指定の提案） 

令和８年４月  次期指定管理者による管理運営開始 
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別紙 

選定結果表 

 

１ 申請団体 

団体名・代表者 所在地 

株式会社 世田谷サービス公社 

代表取締役 岡田 篤 

世田谷一丁目２３番２号 

ＤＳ第１ビル 

 

２ 指定管理者の候補者名 

  株式会社 世田谷サービス公社 

 

３ 指定期間 

  ５年間（令和８年４月１日～令和１３年３月３１日） 

 

４ 評価結果 

（１）財務諸表診断 

団体名 株式会社世田谷サービス公社 

評価結果 評価Ａ 

※公認会計士による４段階評価（Ａ：団体の経営状況は良好で長期的な安定経営が大いに期待で

きる、Ｂ：長期の経営に対しては大きな問題は見当たらない、Ｃ：長期の経営に若干の課題が

ある、Ｄ：課題となる指標が複数あり、経営に問題がある）に基づき、選定委員会が定める審

査基準として評価Ｄとなった場合は、第１次審査の書類審査の点数に関係なく落選とし、次の

審査を実施しない。 

 

（２）審査結果 

①第１次審査（書類審査） 

審査基準点（配点合計の７割程度）を満たしているとして、株式会社世田谷   

サービス公社が第１次審査を通過した。 

評価項目 配点 株式会社世田谷サービス公社 

書
類
審
査 

施設等の管理実績  ４２   ４２ 

運営管理体制 ２３１  １８０ 

個人情報保護  ４９   ４９ 

雇用計画  ９１   ７９ 

研修計画  ４２   ４２ 

利用料金・金銭管理体制  ５６   ４７ 

収支計画 １６８   ９８ 

施設事業計画 １４０   ９０ 

サービス改善の取組み ２３１  １４９ 

合計 １，０５０  ７７６（73.9%） 

審査基準点：配点合計の７割程度 
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②第２次審査（プレゼンテーション・ヒアリング審査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査基準点（配点合計の７割程度）を満たしているとして、株式会社世田谷サービス

公社が第２次審査を通過した。なお、利用率の目標設定の引き上げや、地域の資源・  

魅力を活かした施設運営を目指してほしいとの意見が付された。 

 

  ③最終審査 

第１次審査、財務諸表診断、第２次審査を総合的に勘案した結果、株式会社世田谷  

サービス公社が指定管理者の候補者として適格と判断され、選定された。 

評価項目 配点 株式会社世田谷サービス公社 

ヒ
ア
リ
ン
グ 

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

組織の管理・運営体制  ７０  ４５ 

サービス改善の取組み １４０  ８９ 

雇用・研修計画  ７０  ５０ 

収支計画  ７０  ４１ 

施設事業計画  ７０  ４４ 

ヒアリング評価  ７０  ４４ 

合計 ４９０  ３１３（63.8%） 

審査基準点：配点合計の７割程度 

5



 

＜参考資料＞ 

会議録要旨 

会議名 令和６年度第４回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 砧総合支所地域振興課 

開催日時 令和６年１０月２４日（木）午後６時開始 

開催場所 砧区民会館 集会室ＡＢ併合 

出席者 境委員長、垣内委員、塩田委員、千葉委員、岩元委員、畝目委員 

会議次第 

１ 開 会 

２ 指定管理施設の広報活動策の検討及び応募団体増加に向けた取組みについて 

３ 世田谷区立世田谷区民会館別館、北沢区民会館別館及び区民斎場の現指定管理者につ 

いての評価と次期指定管理者の候補者選定方法について 

４ 今後のスケジュール 

主な意見 

【議題】 

■指定管理施設の広報活動策の検討及び応募団体増加に向けた取組みについて 

 ここ数年の公募において、応募団体が１社のみの状態が続いていることを受け、次回 

の選定ではＨＰにおける応募団体への周知の前倒し、提案書類の郵送受付を可とする方 

針を提案した。その他、案はないか各委員に意見を募った。 

 委員より、以下の通り意見があった。 

①過去に応募実績のある団体へは個別に周知すべき。 

 ②指定管理の過去事業実績の情報開示内容を見直すべき。 

 ③民間企業も参入しやすいよう指定管理ガイドライン等を見直すべき。等 

 

■世田谷区立世田谷区民会館別館、北沢区民会館別館及び区民斎場の現指定管理者につ 

いての評価と次期指定管理者の候補者選定方法について 

世田谷区立世田谷区民会館別館（三茶しゃれなあどホール）、世田谷区立北沢区民会館

別館（梅丘パークホール）及び世田谷区立区民斎場（みどり会館）について、過去３年

分の指定管理者が行った自己評価及び施設所管が行った区の評価に基づき、総合評価を

実施した。また、事務局より以下の点について確認した。 

①運営は引き続き指定管理制度によるものとする。 

②指定期間は５年間とする。 

③事業者の選定は公募により行う。 

 

委員からは、以下の通り意見があった。 

【世田谷区民会館別館】 

 ①赤字前提の予算提案は是正していくべき。等 

【北沢区民会館別館】 

 ①指定管理料の在り方、人件費の在り方について今後、精査する必要がある。 

 ②指定管理料の金額も評価対象とするべき。等 

 【区民斎場】 

 ①収支について大きな赤字となっているので自主事業の開始を検討するべき。等 

【その他】 

①客観的な評価ができるよう具体的なマニュアルを作成し、評価者向けに研修を行う 

べき。 

その他 

今後のスケジュール 

令和６年度第５回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

令和７年２月１２日（水）開催予定 
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＜参考資料＞ 

会議録要旨 

会議名 令和６年度第５回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 砧総合支所地域振興課 

開催日時 令和７年２月１２日（水）午後６時開始 

開催場所 砧区民会館 集会室ＣＤ併合 

出席者 境委員長、垣内委員、塩田委員、千葉委員、岩元委員、畝目委員 

会議次第 

１ 開 会 

２ 令和７年度指定管理者選定対象施設について 

３ 世田谷区立区民会館・区民斎場の指定管理者選定の審査方法・審査基準について 

４ 今後のスケジュール 

主な意見 

【議題】 

■令和７年度指定管理者選定対象施設について 

 公募による対象施設が世田谷区民会館別館（三茶しゃれなあどホール）、北沢区民会 

館別館（梅丘パークホール）及び区民斎場（みどり会館）の計３施設であることと、 

選定の流れを説明した。 

 

■世田谷区立区民会館・区民斎場の指定管理者選定の審査方法・審査基準について 

審査方法・基準のポイントおよび配点等について説明し、また審査表の案を提示し

た。 

委員からは、以下の通り意見があった。 

①採点について、施設等の管理実績や運営管理体制の部分の審査は事務局が事前に行う

べき。 

②配点について、収支計画やサービス改善計画の部分が６、７、８と高い点数に偏って

いるのでバランスを整えるべき。 

③本来、７割を合格とする、という前提で配点を考えるべきではない。項目ごとに配点

割合を個別に考えて設定し、後からまとめて配点を調整するのが望ましい。 

④選定によっては６割、５割を合格ラインとしているものもある。７割は少々高いので

はないか。 

⑤提案書の中に別添マニュアルをつける応募者がいるが、既存資料の添付を認めると提

案資料が膨大になり、評価の作業に支障をきたす恐れがあるため別添資料は原則不可と

し、提案書の中に記載させるべき。 

 

以上により、審査方法、配点について修正を行い進めていく。 

その他 

今後のスケジュール 

令和７年度第１回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

日程については各委員に配布した日程調査票に基づき、追って連絡する。 
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＜参考資料＞ 

会議録要旨 

会議名 令和７年度 第１回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 烏山総合支所地域振興課 

開催日時 令和７年６月２４日（火）１８時０５分開始 １８時５０分閉会 

開催場所 北沢区民会館３階 ミーティングルーム 

出席者 境委員長、塩田委員、垣内委員、千葉委員、岩波委員、菅井委員、和田委員 

会議次第 

開会 

第１次審査（書類審査）の審議 

第２次審査（プレゼンテーションおよびヒアリング）について 

閉会 

主な意見 

「第１次審査（書類審査）の審議」 

・書類審査について 

・第１次審査表の配点について確認を行った上で、第１次審査の審査結果につ

いて事務局よりすべての団体が基準点の７割以上を上回っていることを説明

した。 

Ａ社（世田谷区民会館別館「しゃれなあどホール」） 

    第１次７８２点／１０５０満点＝７４．５％ 

  Ｂ社（北沢区民会館別館「梅丘パークホール」） 

    第１次７７６点／１０５０満点＝７３．９％ 

  Ｃ社（区民斎場「みどり会館」） 

    第１次７４９点／１０５０満点＝７１．３％ 

・財務諸表診断の結果について、３団体とも「Ａ」評価であることを事務局

より説明し、確認した。 

＊各委員より出された主な意見 

・３施設とも応募が１団体しかなかったことへの強い懸念がある。 

・以前の説明会参加経験のある団体に直接メールや声掛けするなど、何か手を

打つ必要がある。 

・今後の検討材料として、なぜ応募しなかったのかといった点はフォローした

方が良い。 

・次回の指定管理期間開始が５年後になるので、その間にインフォーマルで良

いので情報収集してはどうかと思う。 

以上の質疑を経て、基準点を上回っている提案者を１次審査通過者とした。 

 

「第２次審査（プレゼンテーションおよびヒアリング）について」 

・事務局より第２次審査の進め方について説明した。 

＊各委員より出された主な意見 

・各委員からの質問が重ならないよう事前に調整して臨んではどうか。 

・団体からのプレゼンテーションより、ヒアリングの方が重要なので時間を多

くかけた方が良い。 

以上のことから、各団体ともプレゼンテーションを１０分、ヒアリングを３０

分として実施することを決めた。 

その他 

今後のスケジュール 

 令和７年度第２回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

 令和７年６月３０日（月）開催予定  内容：第２次審査 
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＜参考資料＞ 

会議録要旨 

会議名 令和７年度 第２回世田谷区区民集会施設等指定管理者選定委員会 

担当部署 烏山総合支所地域振興課 

開催日時 令和７年６月３０日（月）１８時００分開始 ２１時０４分閉会 

開催場所 北沢区民会館３階 ミーティングルーム 

出席者 境委員長、塩田委員、垣内委員、千葉委員、岩波委員、菅井委員、和田委員 

会議次第 

開会 

第２次審査（プレゼンテーション、ヒアリング）の審議 

最終審査の審議 

閉会 

主な意見 

「第２次審査（プレゼンテーション、ヒアリング）の審議」 

各応募団体プレゼンテーション１０分、ヒアリング３０分で第２次審査を実

施した。 

  Ａ社（世田谷区民会館別館「しゃれなあどホール」） 

 Ａ社によるプレゼンテーションの後、ヒアリングにおいて主に以下につい

て質疑応答を行った。 

・自主事業における収支計画について 

・ＳＮＳやチャットボットを活用した施設認知度向上について 

・子育て世代に向けた親子参加イベントの企画や、近隣大学の学生のための

施設の提供について 

・ウェブ予約システムの導入に伴うデータ分析について 

・チャットボット等を利用した２４時間問い合わせ受付について 

・１社しか応募がないことについて 

・多言語化について 

 

Ｂ社（北沢区民会館別館「梅丘パークホール」） 

 Ｂ社によるプレゼンテーションの後、ヒアリングにおいて主に以下につい

て質疑応答を行った。 

・利用率向上について 

・自主事業における収支計画について 

・他に応募がないことについて 

・利用者アンケートの実施やチェックリストの活用について 

・近隣住民や周辺大学の学生へのアプローチについて 

◎提案書類における記載ミスや確認不足などについて委員から指摘された。 

 

Ｃ社（区民斎場「みどり会館」） 

 Ｃ社によるプレゼンテーションの後、ヒアリングにおいて主に以下につい

て質疑応答を行った。 

・条例規定よりも安価な施設利用料について 

・施設修繕費用について 

・ＤＸ、ＡＩの活用について 

・親会社を含めた職員体制について 
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主な意見 

・業界の人手不足について 

・「斎場」という施設の近隣とのコミュニケーションの取り方について 

◎提案書類における記載ミスや確認不足などについて委員から指摘された。 

 

「最終審査の審議」 

・指定管理者候補者の選定について最終審査を行った。 

・集計結果について事務局より説明し、いずれの施設についても、審査基準点

（配点合計の７割程度）を超えていることを確認した。 

Ａ社：第１次７８２点／１０５０満点 第２次３３２点／４９０満点 

    合計１１１４点／１５４０満点＝７２．３％ 

 Ｂ社：第１次７７６点／１０５０満点 第２次３１３点／４９０満点 

    合計１０８９点／１５４０満点＝７０．７％ 

 Ｃ社：第１次７４９点／１０５０満点 第２次３５０点／４９０満点 

    合計１０９９点／１５４０満点＝７１．４％ 

 

＊各委員より出された主な意見 

Ａ社 

・自主事業の内容、ＳＮＳによる情報発信、ＤⅩ推進の方策としての取組み

は評価している。 

・利用者ニーズの把握の仕方を工夫し、利用率向上に積極的に取り組んでほ

しい。 

Ｂ社 

・地域特性を捉えた事業企画の提案、地域連携・文化交流、利用料金設定の

考え方について評価している。 

・利用率の目標設定の引き上げや、地域の資源・魅力を活かした施設運営を

目指してほしい。 

Ｃ社 

・条例で規定されている料金よりも安価な料金で提供している企業努力は評

価できる。 

・現在はＤＸへの取り組みや、ＡＩの活用などは提案書に記載がないが、こ

れからぜひ取り組んでいってほしい。 

 

◎世田谷区民会館別館について 

 第１次及び第２次、財務諸表診断の結果、Ａ社を指定管理者候補者として選

定した。 

◎北沢区民会館別館について 

 第１次及び第２次、財務諸表診断の結果、Ｂ社を指定管理者候補者として

選定した。 

◎区民斎場について 

 第１次及び第２次、財務諸表診断の結果、Ｃ社を指定管理者候補者として選

定した。 

その他   
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区民会館指定管理者事業計画書 

（運営にあたっての基本方針及び事業計画）  

申込年月日：令和 7年 5月 29日 

施  設  名 世田谷区立北沢区民会館別館 

団 体 名 株式会社世田谷サービス公社 

代 表 者 名 代表取締役社長 岡田 篤      設立年月日：昭和 60年 4月 

団体所在地 世田谷区世田谷一丁目２３番２号 

電 話 番 号 03-6413-9411   FAX番号：03-6413-9548 

現在運営している施設名 所 在 地 運営開始年月日 

世田谷区民会館別館 世田谷区三軒茶屋一丁目４１番１０号 平成 18年 4月 1日 

北沢区民会館別館 世田谷区松原六丁目４番１号 平成 18年 4月 1日 

北沢区民会館 世田谷区北沢二丁目８番１８号 平成 30年 4月 1日 

砧区民会館 世田谷区成城六丁目２番１号 令和元年 4月 1日 

玉川区民会館 世田谷区等々力三丁目４番１号 令和 2年 7月 1日 

玉川区民会館別館 世田谷区上用賀五丁目１４番１号 102 令和 7年 4月 1日 

※上記の他、区内 63ヶ所の公共施設を運営しています。 
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北沢区民会館別館がある北沢地域について「世田谷区地域行政推進計画(令和 6年度～令

和 9年度)」の「北沢地域経営方針」では“まちの将来像”を次のように定めています。  

 
今回、事業計画のご提案にあたり、社会福祉協議会や地域の活動団体など、地域に住

んでいる方・働いている方にお話を伺ったところ、以下のような地域特徴と課題がみ

えてきました。 

 

 

【地域の特徴と課題】 

特徴 課題 

・世田谷区保健センターがあり、福祉のま

ちとしても知られている 

・高齢化によりこれまで継続してきた地域

活動が縮小している 

・羽根木公園の梅まつりなど地域行事を通

じた住民交流が行われている 

・20代から 30代の単身世帯も多い。 

・町会など地域の活動（防災・健康づく

り）再活性化、機会創出 

 

・地域の歴史や自然を体感できる場の 

 創出 

・日頃接点の少ない地域住民どうしの交

流・つながりの強化（多世代交流） 

  

【施設の特徴と課題】 

特徴 課題 

・フラットなホールは体を動かすイベント

にも適している 

・駅から徒歩 1分と、交通アクセスに優れ

ていながら、閑静な住宅地に立地 

・アクセスの良い立地ではあるが、利用は

日中に集中している 

・施設内に飲み物を買う場所が無い 

 

・アクセスの良さを活かした新規利用者 

層の獲得 

・多世代の方が交流する機会の創出 

・夜間帯の利用促進 

・施設内の利便性向上 

これらの課題に対応すべく、当社の企業理念を踏まえ、施設の管理運営にあたっての

基本方針を定めました。 

【当社の企業理念】 

わたしたちは地域とともに世田谷の笑顔とつながりをつくります 

当社のさまざまな事業を通じて、人と人とのふれあいを生み、地域コミュニティの醸

成や文化の発信にもつなげるために、これからも地域とともに歩む企業を目指します。 

 

はじめに 

地域・施設の特徴と課題 
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※（◆）は障害者雇用施設です。 

●指定管理者として 区内 6ヶ所の公共施設を運営 

当社は、6ヶ所の区民会館を指定管理者として運営しています。長年にわたる区民会

館の管理実績に基づくサービス向上と経費節減に関する様々な手法を駆使しています。 

●区内 63ヶ所の公共施設を運営 

当社は、昭和 60 年の会社設立以来、区内公共施設の維持管理を行ってきています。

40年にわたり、利用者の立場に立った公平・公正な管理運営実績を有しています。 

名 称 運営開始 施設規模 主な事業内容 

北沢総合支所 昭和 63年 12,964㎡ ・受付・案内 

・利用予約・貸出管理 

・駐車場管理 

・使用料の収納事務 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・警備業務 

・避難所運営支援 

・ホール運営および保守管理 

・区・都等刊行物の閲覧およ
び説明売上金の収納事務 

・コピーサービス 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

玉川総合支所（◆） 昭和 63年 11,046㎡ 

砧総合支所（◆） 平成 21年 7,731㎡ 

烏山総合支所（◆） 平成 2年 5,762㎡ 

新代田まちづくりセンター 昭和 60年 1,087㎡ 

松沢まちづくりセンター（◆） 平成 3年 1,717㎡ 

池尻まちづくりセンター(◆) 平成 2年 540㎡ 

祖師谷まちづくりセンター(◆) 平成 7年 1,202㎡ 

上野毛まちづくりセンター(◆) 平成 7年 1,164㎡ 

代沢まちづくりセンター 令和元年 737㎡ 

松原まちづくりセンター 令和 3年 198㎡ 

三軒茶屋分庁舎 昭和 63年 4,516㎡ 

名 称 運営開始 施設規模 主な事業内容 

世田谷区民会館別館 平成 18年 1,000㎡ ・受付・案内 

・利用予約管理 

・ホール運営及び保守管理 

・利用料金の取扱事務 

・イベントの企画・立案及

び実施 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・避難所運営支援 

・喫茶運営 

北沢区民会館 平成 30年 1,773㎡ 

北沢区民会館別館 平成 18年 291㎡ 

砧区民会館（◆） 令和元年 1,785㎡ 

玉川区民会館 令和 2年 2,000㎡ 

玉川区民会館別館 令和 7年 942㎡ 

１ 施設等の管理実績 
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名 称 運営開始 施設規模 主な事業内容 

太子堂複合施設 平成 25年 1,356㎡ ・受付・案内 

・利用予約・貸出管理 

・駐車場管理 

・使用料の収納事務 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・警備業務 

・避難所運営支援 

・ホール運営および保守管理 

・区・都等刊行物の閲覧およ
び説明 

・売上金の収納事務 

・コピーサービス 

・運営協議会の事務局業務 

 

喜多見複合施設（◆） 平成 25年 1,228㎡ 

下馬複合施設 平成 26年 839㎡ 

上馬複合施設（◆） 平成 28年 1,479㎡ 

希望丘複合施設 令和元年 7,051㎡ 

まもりやまテラス（◆） 令和元年 4,325㎡ 

九品仏複合施設 令和元年 763㎡ 

二子玉川複合施設 令和元年 851㎡ 

梅丘複合施設 令和 2年 969㎡ 

さくら花見堂 令和 3年 2,991㎡ 

区政情報センター 昭和 60年 128㎡ 

北沢情報コーナー 平成 3年 
総合支所
に含む 

玉川情報コーナー 平成元年 
総合支所
に含む 

砧情報コーナー 令和元年 
区民会館
に含む 

烏山情報コーナー 平成 3年 
総合支所
に含む 

エムケイアースビル 平成 2年 1,419㎡ 

世田谷区児童相談所（◆） 令和 2年 4,229㎡ 

大原福祉施設後利用施設 令和元年 1,527㎡ 

烏山区民センター 昭和 60年 6,128㎡ ・ホール等の運営および保守

管理 

・受付・案内 

・利用予約・貸出管理 

・運営協議会の事務局業務 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・警備業務 

・避難所運営支援 

 

弦巻区民センター（◆） 昭和 60年 2,939㎡ 

太子堂区民センター 昭和 60年 1,100㎡ 

深沢区民センター 昭和 60年 2,517㎡ 

桜丘区民センター（◆） 昭和 60年 2,997㎡ 

上北沢区民センター 平成元年 3,139㎡ 

玉川台区民センター 平成 9年 2,924㎡ 
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名 称 運営開始 施設規模 主な事業内容 

奥沢区民センター 平成 9年 231㎡ ・利用予約・貸出管理 

・運営協議会の事務局業務 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・警備業務 

・避難所運営支援 

宮坂区民センター（◆） 平成 2年 2,584㎡ 

代田区民センター（◆） 平成 10年 3,663㎡ 

鎌田区民センター（◆） 平成 10年 4,565㎡ 

粕谷区民センター 平成 10年 3,295㎡ 

尾山台地区会館（◆） 平成 10年 2,005㎡ ・受付・案内 

・利用予約・貸出管理 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・避難所運営支援 

 

駒沢地区会館（◆） 平成 6年 900㎡ 

池尻地区会館 平成 14年 565㎡ 

上野毛地区会館 平成 7年 1,164㎡ 

北沢地区会館 平成 16年 2,176㎡ 

経堂地区会館 平成 27年 511㎡ 

代沢地区会館 令和元年 557㎡ 

世田谷美術館 昭和 60年 8,577㎡ ・プラネタリウム運営業務 

・図書・雑誌等の装備 

・駐車場管理 

・庭園管理 

・警備業務 

・清掃業務 

・設備機器保守点検業務 

・環境衛生管理業務 

・避難所運営支援 

 

世田谷文学館 平成 6年 4,593㎡ 

次大夫堀公園民家園 昭和 63年 10,187㎡ 

岡本公園民家園 昭和 63年 1,860㎡ 

教育会館（◆） 昭和 63年 9,948㎡ 

教育総合センター 令和 3年 4,588㎡ 

砧図書館（◆） 平成 6年 2,221㎡ 

野毛青少年交流センター(◆) 平成 14年 1,458㎡ 

池之上青少年交流センター 令和 3年 880㎡ 

世田谷公園（◆）（ミニＳＬ（◆）含む）  平成 4年 78,957㎡ 
・受付・案内 
・テニスコート、野球場貸出 
・ミニSLの運行 
・清掃業務 
・避難所運営支援 

羽根木公園 平成 4年 13,079㎡ 

玉川野毛町公園 平成 4年 8,359㎡ 

世田谷区民会館 令和 5年 2,678㎡ 
・受付・案内 

・利用予約・貸出管理 

※当社管理施設において、4施設が指定避難所、11施設が水害時避難施設、9施設が帰

宅困難者支援施設に指定されています。その他施設でも区民の自主的な避難を想定

して備えています。 

18
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●区内でレストランとカフェを 5店舗運営 

当社は、美術館併設のレストランや、図書館内の喫茶店など、区内で飲食店を運営し

ており、公共施設における飲食事業についてのノウハウと経験を有しています。 

 

名 称 運営開始 席 数 主な事業内容 

レストラン ル・ジャルダン 昭和 61年 120 席 

「美術館鑑賞の後に、自然の中で
アートの最後のひと仕上げの一皿
を」をコンセプトにしたフレンチ
レストラン 

喫茶レスト 昭和 63年 32 席 

「世田谷区教育センター中央図書
館、プラネタリウムの利用者様が
一息つける場所」をコンセプトに
した軽食・喫茶 

セタビカフェ 平成 24年 88席 

「砧公園の木洩れ日の下でテラス
ランチ」をコンセプトにした軽食・
喫茶 

さくらかふぇ 令和元年 18 席 

「ホールイベント、砧総合支所へ
お越しの方へ気軽なメニューと笑
顔でおもてなし」をコンセプトに
した軽食・喫茶 

カフェストリーム  令和 2年 27 席 

「玉川せせらぎホールのオアシス 

リーズナブルな価格で最高級豆の
コーヒーが味わえる居心地の良い
場所」をコンセプトにした軽食・
喫茶 
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事故発生時の傷病者対応 

■施設スタッフを含め、従業員約 1,000人のほぼ全員が『東京消防庁普通救命技能認定証』を所

持。全従業員に普通救命講習を実施（3年ごとに更新）し、東京消防庁から優良事業所として

「救命講習受講優良証」の交付を受けています。 

■状況に応じて施設に配備されているＡＥＤ機器や救急薬品等を活用し、応急処置を実施します 

■従業員 34名が、普通救命講習のインストラクター資格「応急手当普及員」を取得。 

■令和 5年度は普通救命講習の自主開催を 2回実施。令和 6年度は 6回実施。 

防犯対策 

■警視庁や消防庁出身の従業員が監修作成した『防犯マニュアル』をもとに、日頃から事故の予

防に努めています。 

■施設スタッフが適時適切に対応するとともに、区や本社へ速報し、事態の早期解決を図ります。 

■防犯対策の３大要素「防犯意識」「建物構造・防犯設備」「周辺環境・地域治安」に留意して防犯

対策に万全を期しています。 

火災・地震・停電発生時の対応 

■統括責任者を中心とした自衛消防隊を組織し、利用者の安全を第一に確保します。 

■「緊急時対応マニュアル」に基づき、「火災発生時」「地震発生時」「停電発生時」の適切な対応

を実践します。 

■世田谷区内に震度 6弱以上の地震が発生したという想定で災害対策訓練を実施。 

■災害発生時もスタッフの安全を確保し、避難所運営支援等の業務を継続するため、防災用品

を備えています。 

■令和 4年 3月より事業所消防団員として、本社と施設の従業員が世田谷消防団に入団し（令

和 7年 4月 1日現在の団員数は 70名）、令和 5年 4月 19日に「総務省消防庁消防団協力

事業所表示証（ゴールドマーク）」が交付されました。 

■当社が運営する「コミュニティＦＭ」では「アラートシステム」による緊急割り込み放送によって、

各種気象情報、避難所の開設・閉鎖、停電等に関する情報の放送を適切に即時かつ継続的

に放送します。 

■平成 24年 4月、世田谷区と「災害時等における協力態勢に関する協定」を締結し、首都

直下地震等における区との協働の仕組みを構築しました。世田谷区との協力協定を迅

速・確実に行うため、本社をはじめすべての事業所に水・食糧・非常灯・ヘルメット等

の備蓄物品を配備し、毎年、全施設において「応急手当」や「初期消火」を盛り込んだ「防

災訓練」を実施しています。また、令和 3年の更新の際には「帰宅困難施設の開設運営」

や「物資仕分けなどの支援」の役割が加わりました。 

区民と協働した避難訓練や災害体験イベントの開催 

■区内区民会館において、世田谷消防署、世田谷警察署と連携した「避難訓練プラスコンサート」

を企画し開催。 

■当社の運営する 3施設において延べ 8回の避難訓練コンサートを開催しており、施設毎に異

なる避難誘導要領や課題について検証。 

■コンピューターグラフィックによって仮想空間に創り出された災害時の状況を、現実であるかの

ように疑似体験できる災害ＶＲを導入しており、体験イベントを開催。 
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（４）組織のマネジメントシステム、企業コンプライアンス、 

公益通報者保護法等 

➀企業統治 

当社は、社内外の監査・評価による企業統治の体制とＣＳＲ推進体制により、ガバ

ナンスの強化と企業価値の最大化に取り組んでいます。 

 

・組織体制 

当社の取締役会は、9 名で構成されて

おり、そのうち 5名は社外役員です。独

立性を保持し、高度な経営に関する知識

や地域に根差した活動の経験を有する複

数の取締役の見識を活用することで、良

質なサービス提供による顧客の信頼と株

主の利益を確保するとともに、事業執行

における意思決定の質を高めています。

監査役は、独立性を保持し、法律や財務

会計などの専門知識を有する外部監査役

です。 

 

・ＣＳＲ推進体制 

 令和 2年に定めたＣＳＲ推進方針に基づき、年度目標の設定や進捗状況の確認、実

績の報告及び評価、課題や改善点などについて情報共有し、効率的、効果的なＣＳＲ

活動を推進しています。 

 

 

➁「世田谷サービス公社品質マネジメントシステム」（ＳＱＭＳ） 

当社では、平成 14 年から令和元年まで ISO 9001 の品質マネジメントシステムを導

入・活用してきました。18年間の運用により全社に品質管理の考え方が定着したことを

受け、現在は、これまでの取組みを踏まえた独自の品質マネジメントシステム「世田谷

サービス公社品質マネジメントシステム」（SQMS）を新たに構築し、継続的・組織的に品

質・顧客満足の維持向上に関する取組みを進めています。 
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 CSR中核主題と SDGs目標の対照表 

中核主題 中核主題のポイント 対象とする SDGsの目標 

[1] 組織統治 
・組織として有効な意思決定の仕組みを持つ 

・十分な組織統治は、社会的責任実現の土台である 

 

 

[2] 人権 

・人権を守るためには、個人・組織両方の意識と行
動が必要 
・直接的な人権侵害だけでなく、間接的な影響にも
配慮し、改善する 

 

 

[3] 労働慣行 
・労働慣行は、社会・経済に大きな影響を与える 

・「労働は商品ではない」が基本原則である 

 

 

[4] 環境 

・組織の規模に関わらず、環境問題に取り組む 

・環境への影響がわからなくても取り組む予防的

アプローチをとる 

 

 

[5] 公正な事業慣行 
・他の組織とのかかわりあいにおいて、社会に対し

て責任ある倫理行動をとる 

 

 

[6] 消費者課題 

・組織の活動、製品、サービスが消費者に危害を与
えないようにする 

・製品・サービスを利用した消費者が環境被害など
社会に悪影響を及ぼさないようにする 

 

 

[7] ｺﾐｭﾆﾃｨへの参画及

びｺﾐｭﾆﾃｨの発展 

・地域住民との対話から、教育・文化の向上、雇用

の創出まで、幅広くコミュニティに貢献する 

 

 

 

SDGs を実効性のある活動として定着させるためには、重要課題の特定による経営資

源の選択と集中が不可欠です。そこで当社における重要課題を「ステークホルダーにと

っての重要度」と「自社にとっての重要度」の高さに基づいて分析して、重要課題を中

核主題の[3]「労働慣行」、[4]「環境」、[7]「コミュニティへの参画及びコミュニティの

発展」の 3項目に特定し、計画的に取り組んでいます。 

 

 

➀ 重要課題「労働慣行」  

対象とする SDGsの目標 (番号は SDGs17の目標の付番) 

 [3]すべての人に健康と福祉を  [4]質の高い教育をみんなに 

[5]ジェンダー平等を実現しよう [8]働きがいも経済成長も 

 

 

取組み 
障害特性に応じた職場定着・相談支援体制を充実しながら、さまざま

な障害のある方に就労の場を提供 

実績 セルフカフェ 福祉施設で製造したお菓子を社内で通年販売 

本社と一部の事業所で飲料水を販売、売上金を区内の福祉団体等

へ寄付 
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➂重要課題「コミュニティへの参画及びコミュニティの発展」 

対象とする SDGsの目標 (番号は SDGs17の目標の付番) 

[ 1 ]貧困をなくそう 

[ 2 ]飢餓をゼロに 

[ 4 ]質の高い教育をみんなに 

[11]住み続けられるまちづくりを 

[17]パートナーシップで目標を達成しよう 

 

取組み 
地域の垣根を超えたコミュニティの活性化に繋がるイベントを開催 

地域還元を基本とし、区民の割引枠、障害者等の招待者枠を設け地域に

根ざした事業を開催 

実績 チケット購入手段の拡充 インターネットで購入可能なチケットの

料金形態に、区民、70歳以上、障がい者、

学生の割引料金を設定している 

近隣大学との連携による無料

コンサートを開催 

近隣大学との共同制作によるオリジナル

企画のクラシックコンサートや、マンド

リン部によるマンドリンコンサートを開

催 

無料招待 区内中高生をクラシックコンサートに招

待し、良質な音楽に触れる機会を提供し

ている。また、こども・若者部を通じて親

子イベントに里親家庭を招待  

地域イベントへの参加・貢献 利益還元として地域の商店街主催のお祭

りへの参加、消防署・警察署のイベントへ

の協力 

障害のある方への配慮 自主事業イベント開催時は、車椅子・介助

席を設置 
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（４） 研修・人材育成に関する考え方 

従業員の育成は、企業の発展において重要課題の 1つであると認識しています。当社

では、顧客満足度を重視した良質なサービスを提供する為に、採用時・現任・管理監督

者などの職層研修や職能研修の体系的整備を図るとともに、従業員の資質向上の原点と

もいうべき自己啓発を支援し、従業員個々の能力開発に努めています。なお、各種研修

やキャリアパスの考え方により、切れ目のない人材育成と、向上心を育む職場風土を保

っています。 

 

➀人事制度の再構築 

 “だれもが輝いて働く企業”の実現に向け、全ての従業員が働き甲斐と高いモチベー

ションを持って地域と組織に貢献するための人材基盤を整備します。具体的には、令和

6年度は本社従業員に向けて、自身が抱くキャリアビジョンの実現に向けた昇任選考の

機会拡充、それぞれの頑張りと成果に応じた新たな考課制度の導入、及び正社員登用者

の給与の見直しなどを図りました。令和 7年度以降は各施設の責任者や施設スタッフの

人事制度についても引き続き検討いたします。 

 

➁企業活動を適切に行える人材育成の取組み 

本社系 職層基礎研修、職層共通スキル研修、各課専門スキル研修 

施設・飲食系 統括責任者、受付業務担当者に対し「おもてなし推進」と

連携した接遇研修 

全社共通ＣＳＲ研修 コンプライアンス研修、ハラスメント研修、 

障害理解研修、普通救命講習、個人情報保護研修、 

認知症アクション講座、ユニバーサルデザイン研修 

その他 人事考課制度に基づく目標管理制度の実施 

（組織目標の設定、個人目標の作成、上長によるヒアリン

グ等） 

 

➂国家・公的・民間の資格取得を積極的に奨励 

従業員の一層のビルメンテナンス系スキル向上を図るため、国家・公的・民間の資格

取得を積極的に奨励しています。令和 3年は取得した資格を活用し、建築物における衛

生的環境の確保に関する法律（建築物衛生法）第 12 条の 2 に基づき、東京都知事の事

業登録制度のうち建築物清掃業および建築物空気環境測定業の登録を行いました。 

（※）建築物環境衛生管理技術者／総括監督者／清掃作業監督者／空調給排水管理者／

第二種電気工事士／防災士 など 
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（１） 事業企画 

（地域コミュニティ支援、区民ニーズに沿った自主事業等）の取組み 

➀ライフステージに合わせた幅広いジャンルの自主事業の展開 

梅丘地区は静かで自然豊かな住宅街です。駅周辺の商店街、飲食店、医療施設が充実

しており、緑豊かな羽根木公園や緑道、公園も多いため四季折々の自然が楽しめます。

招き猫の豪徳寺や世田谷城址などの史跡もあり、文化面も豊かで、生活に便利な暮らし

やすい環境が整っていることから、単身者や子育て世代、長く暮らしている住民の方も

多くいらっしゃいます。北沢区民会館別館での自主事業ではこうした様々な世代の方々

が、文化・芸術や健康づくり、防災知識を学ぶ講座などを通して、集い、交流する機会

を創出し、地域コミュニティの活性化を促進していきます。 

自主事業においては以下のように取り組んでいきます。 

 

 

  

幅広い年代が気軽
に参加できるコミ
ュニティ空間を創

出

｢芸術に触れるイベント｣

「新たな体験や知識を深める
イベント」の開催

健康づくりや

フレイル予防など

ライフステージに応じた

参加機会の提供

地域団体や企業との共催や
協働による

地域貢献度の高い

地域密着型の事業の展開

７ 施設事業計画（運営） 

小規模な施設の 

親しみやすさを活かす 
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➁施設の特徴を生かした自主事業の開催 

北沢区民会館別館は小田急線「梅ヶ丘」駅から徒歩１分という立地で集いやすく、ホ

ールフロアもフラットであることから、高齢者の方や小さなお子様連れのご家族など、

幅広い世代の方が利用しやすい施設です。自主事業は、こうした方々のニーズに沿った、

健康増進プログラムや、フレイルなどの健康問題への対策、お子様を中心にご家族で楽

しめるプログラムや、参加したことをきっかけに家庭で自発的に継続できる芸術、体験

型プログラムを開催し、より豊かな生活に貢献します。 

また、話題性のあるテーマを採り入れたイベントを企画し、世代間ギャップを埋め交流

機会につなげるなど、身近な人同士が助け合えるような地域コミュニティの醸成に努め

ます。 

 一部の自主事業はシリーズ化するなど、固定客の獲得、認知度の向上を図ります。自

主事業を開催の際は、アンケート用紙を配布し、催物へのご要望やリクエストなど参加

者の率直なご意見を収集し、自主事業の計画に活かします。 

 

 

➂自主事業における感染症拡大防止対策 

感染症の状況を常に注視し、状況に合わせた対応をします。

必要に応じ、世田谷区と十分に連携を取りながら、参加者・出

演者が安心して北沢区民会館別館をご利用いただける環境づく

りに努めます。 
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（１）サービス向上の方策 

 当社は、区民会館の長年の運営実績で培ったノウハウを活かし、利用者目線に立った

きめ細やかなサービスを提案・実施しています。利用者の声やアンケート、ご意見箱な

ど多様な手段でニーズを把握し、世田谷区と協議を重ねながら、誰もが使いやすい施設

づくりを推進していきます。こうした利用者サービスの向上が、利用率の向上や利用料

金収入の好循環につながると考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【利用者ニーズの把握】 

項目 内容 

受付窓口での情報収集 
利用者との会話を通じた直接的なコミュニケーションに

よる情報収集 

ご意見箱の設置 ご意見箱設置による情報収集 

アンケート 
イベント参加者、施設利用者へのアンケート実施による

情報収集 

 

【利用者ニーズをもとにしたサービス改善の一覧】 

項目 内容 

Wi-Fi環境の整備 
利用者の声をもとに、120 名の同時利用を想定した Wi-Fi

環境を整備 

自動販売機の設置 お客様からご要望の多い自販機をロビーに設置 

モバイルシェアリングバ

ッテリーのレンタルサー

ビス 

スマートフォン等の電子機器を充電できるモバイルバッ

テリーのシェアリングサービスの設置。災害時には無料貸

出し 

８ サービス改善の取り組み 

利用者ニーズの
把握

ニーズへの対応

ニーズ対応の効
果測定

対応内容・方法
の改善

利用率向上

利用料金収入アップ
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 （６）苦情・要望処理の体制 

利用者様からのご要望は、施設窓口のご意見箱やホームページのお問い合わせフォー

ム、または直接のお声がけを通じて、積極的に「利用者の声」を受け付けています。 

苦情やクレームについては、緊急事案の場合、夜間・休日も迅速に対応できるよう、

緊急連絡網を整備し、本社担当者への連絡体制を確保しています。 

 

 

・ 施設統括責任者が対応。事実確認・要望確認 

・ 専用書式で本社担当者へ報告 

・ 重大・緊急事案は本社担当者にも即座に情報共有 

・施設統括責任者に対応指示 

・緊急・重大事案は夜間休日でも迅速に対応 

・重大・緊急な事案は本社担当や管理職が直接対応 

・内容や対応結果を随時、世田谷区担当者へ報告 

・月次報告とともに報告 

 

 

 

【クレーム処理の簡易フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お客様】 【施設】 【本社】 【世田谷区】 

【館内掲示等で】 

情報提供 

クレーム対応・解決策の提案・アフターフォロー 

要望 

苦情 

初期 

対応 
連携 

報告 

相談 

報告 

相談 
施設窓口 専任スタッフ 

要望・クレーム 
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